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 北海道

 京都

太平洋

出
港
時
の
作
業
を
見
学

　
「
け
や
き
」
に
乗
船
後
、
は
じ

め
に
作
田
和
久
船
長
に
あ
い
さ
つ

し
、
舞
鶴
港
で
は
出
港
時
の
作
業

の
よ
う
す
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
船
が
岸
壁
を
離
れ
舞
鶴
港

外
に
出
る
ま
で
は
、
停
泊
中
の
船

一
路
小
樽
港
へ
針
路
を
と
っ
た
。

　
航
海
は
舞
鶴
港
を
23
時
50
分
に

出
港
し
、
小
樽
港
に
翌
日
の
20
時

45
分
に
入
港
す
る
も
の
で
、
約
21

時
間
の
航
海
中
に
、
旅
客
の
疲
れ

を
癒
す
た
め
の
浴
場
や
露
天
風

呂
、
映
画
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
め
る
ス
ク
リ
ー
ン

ぎ
に
は
北
海
道
の
奥
尻
島
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
、
夕
方
に
は
積
丹

半
島
の
神
威
岬
か
ら
積
丹
岬
の
雄

大
な
大
自
然
を
望
む
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
神
威
岬
に
神
威
岬
灯
台

が
あ
り
、
船
舶
の
航
行
の
安
全
を

見
守
っ
て
い
る
。

や
航
走
す
る
漁
船
な
ど
に
注
意
を

払
い
な
が
ら
、
慎
重
に
針
路
を
指

示
す
る
船
長
の
姿
に
、
旅
客
の
生

命
を
預
か
り
、
船
の
安
全
運
航
第

一
と
い
う
責
任
感
の
重
さ
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
乗
船
訪
船
し
た
メ
ン

バ
ー
が
見
学
を
終
え
、
船
が
港
外

に
出
る
と
、
波
静
か
な
日
本
海
で

ル
ー
ム
、
船
首
部
の
２
層
吹
き
抜

け
で
開
放
的
な
フ
ォ
ワ
ー
ド
サ
ロ

ン
が
利
用
で
き
る
な
ど
、
長
時
間

の
船
旅
を
楽
し
め
る
豪
華
客
船
の

よ
う
な
雰
囲
気
を
満
喫
で
き
る
。

　
航
海
中
は
爽
や
か
な
風
を
浴
び

る
デ
ッ
キ
で
、
大
海
原
の
風
景
を

眺
め
る
乗
船
客
も
多
く
、
お
昼
過

　
爽
や
か
な
初
夏
の
風
を
感
じ
る
５
月
31
日
、
京
都
府
舞
鶴
市
の
舞
鶴
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の

昨
年
11
月
に
就
航
し
た「
け
や
き
」に
組
合
執
行
部
が
訪
船
し
、
船
橋
や
機
関
室
な
ど
を
見
学
し
た
。「
け
や
き
」は
全
長
が
１
９
９ｍ
、
総

ト
ン
数
は
１
万
４
１
５
７
ト
ン
、
旅
客
定
員
は
２
８
６
名
で
、
航
海
速
力
が
28・３
ノ
ッ
ト
。
車
両
積
載
台
数
は
ト
ラ
ッ
ク
１
５
０
台・乗
用

車
30
台
で
、
舞
鶴
港
と
小
樽
港
を
約
21
時
間
で
結
ぶ
。（
南
行
き
は
約
21
時
間
45
分
）
乗
船
訪
船
し
た
の
は
、
組
合
本
部
か
ら
は
田
中
伸

一組
合
長
代
行
と
平
岡
英
彦
国
内
局
長
、
そ
し
て
会
社
を
担
当
す
る
大
阪
支
部
の
小
林
泰
之
大
阪
支
部
長
と
森
健
輔
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー

職
場
委
員
で
、
舞
鶴
港
を
23
時
50
分
に
出
港
し
、
航
海
中
の
船
橋
や
機
関
室
を
見
学
し
、
現
場
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

左から小林泰之大阪支部長、平岡英彦中央執行委員（国内局長）、鶴巻忠治パーサー、左から小林泰之大阪支部長、平岡英彦中央執行委員（国内局長）、鶴巻忠治パーサー、左から小林泰之大阪支部長、平岡英彦中央執行委員（国内局長）、鶴巻忠治パーサー、
作田和久船長、木田明宏機関長、田中伸一組合長代行、森健輔新日本海フェリー職場委員作田和久船長、木田明宏機関長、田中伸一組合長代行、森健輔新日本海フェリー職場委員作田和久船長、木田明宏機関長、田中伸一組合長代行、森健輔新日本海フェリー職場委員

昨
秋
デ
ビ
ュ
ー
の「
け
や
き
」に
舞
鶴
港
か
ら
乗
船
訪
船

昨
秋
デ
ビ
ュ
ー
の「
け
や
き
」に
舞
鶴
港
か
ら
乗
船
訪
船

航海中の風景（積丹半島を望む）航海中の風景（積丹半島を望む）航海中の風景（積丹半島を望む）

木田明宏機関長から機関制御の説明を受ける木田明宏機関長から機関制御の説明を受ける木田明宏機関長から機関制御の説明を受ける

けやきけやきけやき

新日本海フェリー株式会社新日本海フェリー株式会社新日本海フェリー株式会社

北海道小樽港と京都府舞鶴港を結ぶ北海道小樽港と京都府舞鶴港を結ぶ「けやき」「けやき」
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新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

き
る
。
世
界
的
に
環
境
保
護
規
制

の
厳
格
化
が
進
む
中
、
排
ガ
ス
洗

浄
装
置
の
「
ス
ク
ラ
バ
ー
」
は
、

工
業
的
な
排
出
元
か
ら
の
ば
い
じ

ん
粒
子
や
有
害
ガ
ス
を
吸
着
、
水

洗
、
薬
液
中
和
処
理
し
て
大
気
に

放
出
す
る
役
割
を
果
た
す
。

船
旅
を
楽
し
め
る
内
容

　
航
海
速
力
が
28
・
３
ノ
ッ
ト
の

「
け
や
き
」
は
国
内
の
フ
ェ
リ
ー

で
は
最
速
ク
ラ
ス
。
波
を
切
る
性

能
を
高
め
た
垂
直
船
首
に
、
船
尾

が
ア
ヒ
ル
の
尻
尾
の
よ
う
に
突
き

出
し
た
形
状
の
ダ
ッ
ク
テ
ー
ル
な

ど
、
最
新
鋭
の
省
エ
ネ
船
型
を
採

用
し
、
舞
鶴
港
か
ら
小
樽
港
へ
向

か
う
北
行
き
は
約
21
時
間
、
小
樽

港
か
ら
舞
鶴
港
へ
向
か
う
南
行
き

は
約
21
時
間
45
分
の
航
海
時
間
を

実
現
し
て
い
る
。

　
従
来
の
フ
ェ
リ
ー
に
比
べ
て
、

旅
客
定
員
を
大
幅
に
減
ら
し
、
旅

船
員
保
険
制
度
や
定
年
に
関
心

　
「
け
や
き
」
の
乗
船
訪
船
で
は
、

組
合
本
部
か
ら
田
中
伸
一
組
合
長

代
行
と
平
岡
英
彦
国
内
局
長
、
新

日
本
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
を
担

客
や
貨
物
の
大
量
輸
送
か
ら
、
船

旅
で
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
重
視
し

た
客
室
へ
と
変
化
す
る
こ
と
で
、

客
室
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
や
豪

華
な
内
装
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
航
海
中
の
大
海
原
を
満
喫

で
き
る
展
望
大
浴
場
や
露
天
風

スクラバー（排ガス洗浄装置）スクラバー（排ガス洗浄装置）スクラバー（排ガス洗浄装置）

木田明宏機関長からス木田明宏機関長からス木田明宏機関長からス
クラバー（排ガス洗浄クラバー（排ガス洗浄クラバー（排ガス洗浄
装置）の説明を受ける装置）の説明を受ける装置）の説明を受ける

甲板部集会で組合員の皆さんと意見交換甲板部集会で組合員の皆さんと意見交換甲板部集会で組合員の皆さんと意見交換

夜景の美しい小樽港へ入港

作田和久船長の見事な操船技術でスムーズに着岸

機関部集会のようす機関部集会のようす機関部集会のようす機関部集会で組合員の皆さんと意見交換機関部集会で組合員の皆さんと意見交換機関部集会で組合員の皆さんと意見交換

当
す
る
大
阪
支
部
の
小
林
泰
之
大

阪
支
部
長
、
そ
し
て
森
健
輔
新
日

本
海
フ
ェ
リ
ー
職
場
委
員
の
４
人

が
、
船
橋
や
機
関
室
を
見
学
し
た

後
、
甲
板
部
集
会
と
機
関
部
集
会

を
開
き
、
今
次
春
闘
の
妥
結
報
告

や
組
合
活
動
の
近
況
を
報
告
し
、

現
場
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
忌
憚
の

な
い
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
組
合
員
皆
さ
ん
か
ら
は
、
春
闘

関
連
の
ほ
か
、
船
員
保
険
に
関
連

す
る
こ
と
や
、
定
年
に
関
す
る
意

見
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
田
中

組
合
長
代
行
と
平
岡
国
内
局
長
か

ら
組
合
の
取
り
組
み
や
概
要
に
つ

い
て
説
明
し
、
理
解
を
深
め
た
。

　
今
回
、
事
務
部
は
業
務
多
忙
で

集
会
形
式
の
意
見
交
換
は
で
き

ず
、
個
別
対
応
と
な
っ
た
。

ス
ク
ラ
バ
ー

（
排
ガ
ス
洗
浄
装
置
）

　
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
に

よ
る
燃
料
油
の
硫
黄
分
規
制
は
、

２
０
２
０
年
か
ら
厳
し
く
な
っ
て

い
る
が
、
ス
ク
ラ
バ
ー
を
装
備
し

て
い
る
船
舶
は
価
格
の
高
い
低
硫

黄
燃
料
を
使
わ
ず
と
も
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ

の
規
制
を
満
た
し
た
上
で
運
行
で

呂
、
ホ
テ
ル
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
料

理
を
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
、
進
行
方
向
の

海
原
を
展
望
で
き
る
「
フ
ォ
ワ
ー

ド
サ
ロ
ン
」
な
ど
、
船
旅
を
退
屈

さ
せ
な
い
工
夫
と
配
慮
が
さ
れ
て

い
る
。

け
や
き
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な
環
境
下
で
作
業
に
取
り
組
め
る

た
め
、
作
業
効
率
が
良
く
な
っ
た
。

疲
労
の
軽
減
に
役
立
っ
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　
船
員
居
住
区
に
は
女
性
専
用
区

画
も
設
け
ら
れ
、
船
員
経
験
の
あ

る
女
性
社
員
が
デ
ザ
イ
ン
を
手
が

け
て
、
居
室
２
部
屋
分
の
ス
ペ
ー

ス
に
女
性
風
呂
、
女
性
ト
イ
レ
、

女
性
専
用
洗
濯
・
乾
燥
機
が
設
置

さ
れ
た
ほ
か
、
快
適
な
船
内
生
活

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
荷
役
制

御
室
や
船
橋
、
厨
房
に
、
空
調
設

備
と
は
別
に
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
本
船
の
船
長
は
「
既
存
船
に
比

べ
て
、
船
内
居
住
性
が
格
段
に
良

く
な
っ
た
。
船
内
生
活
が
過
ご
し

や
す
く
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
新
共
和
丸
は
内
航
タ
ン
カ
ー
と

し
て
、
国
内
の
製
油
所
で
精
製
さ

れ
た
大
量
の
石
油
製
品
（
ガ
ソ
リ

ン
・
ナ
フ
サ
・
灯
油
・
軽
油
）
を
、

国
内
各
地
の
油
槽
所
に
運
ぶ
業
務

に
就
く
。
船
員
の
労
働
負
担
を
軽

減
し
、
安
全
運
航
・
安
全
荷
役
で
、

国
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
石
油
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
運
ぶ
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
《
大
阪
支
部
＝
発
信
》

　
５
月
30
日
、
愛
媛
県
今
治
市
の

株
式
会
社
新
来
島
波
止
浜
ど
っ
く

で
造
ら
れ
た
、
共
和
産
業
海
運
株

式
会
社
の
新
造
船
「
新
共
和
丸
」

が
就
航
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
共
和

丸
は
、
国
内
の
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油

・
軽
油
な
ど
を
運
ぶ
内
航
輸
送
業

務
に
就
く
。

　
新
共
和
丸
は
、
乗
船
す
る
各
部

署
の
船
員
か
ら
意
向
を
汲
ん
だ
上

で
、
快
適
性
を
重
視
し
た
内
容
で

設
計
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い

設
備
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
夏
の
暑
い
時
期
の
作
業
中
、
特

に
荷
役
中
の
甲
板
作
業
中
の
熱
中

症
対
策
と
し
て
、
甲
板
上
に
ミ
ス

ト
シ
ャ
ワ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
こ

れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
る
た
め
、

乗
組
員
は
こ
の
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
厨
房
に
は
、
か
つ
て
ク
ル
ー
ズ

客
船
で
勤
務
し
て
い
た
司
厨
長
の

経
験
を
活
か
し
、
乗
組
員
に
さ
ら

に
よ
り
良
い
食
事
を
提
供
す
る
た

め
、
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン

オ
ー
ブ
ン
の
導
入
の
希
望
が
あ
り

設
置
さ
れ
た
。
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ

ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
は
蒸
気
と
熱

風
の
対
流
で
調
理
を
行
い
、
焼
く

・
蒸
す
・
揚
げ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
加
熱
調
理
を
こ
な
せ
る
調
理
機

器
。
石
油
類
を
運
ぶ
タ
ン
カ
ー
船

で
は
、
荷
役
中
は
魚
焼
き
器
な
ど

電
熱
線
の
調
理
器
具
が
使
用
禁
止

と
な
る
が
、
電
熱
線
の
な
い
ス
チ

ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン

は
、
荷
役
中
で
も
使
用
可
能
。
ま

た
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
茶
碗
蒸
し
な

ど
、
蒸
し
料
理
が
美
味
し
く
作
れ

る
の
で
、
乗
組
員
か
ら
は
喜
び
の

声
が
多
か
っ
た
。

　
本
船
の
工
作
室
は
、
エ
ン
ジ
ン

ル
ー
ム
と
区
画
が
分
か
れ
て
お
り
、

作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
家

庭
用
エ
ア
コ
ン
が
２
台
取
り
付
け

ら
れ
、
機
関
長
は
「
静
か
で
快
適

新共和丸が就航新共和丸が就航
共和産業海運株式会社共和産業海運株式会社共和産業海運株式会社

新造船

夏の作業中の熱中症対策に、デッキ上のミストシャワーが活躍

デッキ上のミストシャワー（熱中症対策）
荷役制御室荷役制御室荷役制御室

船橋船橋船橋

機関制御室機関制御室機関制御室

スチームコンベクションオーブンスチームコンベクションオーブンスチームコンベクションオーブン
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研
修
２
日
目
　
講
義
「
国
内
部
の

活
動
」は
竹
田
圭
志
国
内
部
執
行

部
員
が
講
師
を
務
め
、国
内
部
門

の
構
成
と
業
務
内
容
、
国
内
海
運

を
取
り
巻
く
諸
課
題
や
カ
ボ
タ
ー

ジ
ュ
規
制
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
次
に
講
義
「
総
合
政
策
部
の
活

動
」
は
、
漢
那
太
作
総
合
政
策
部

長
が
講
師
を
務
め
、
後
継
者
の
確

保
・
育
成
や
船
員
税
制
な
ど
主
要

な
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、
午
前

の
講
義
を
終
了
し
た
。

　
午
後
は
、
講
義
「
労
働
債
権
・

労
使
紛
争
等
」
を
田
川
総
合
法
律

事
務
所
の
黒
田
直
行
弁
護
士
が
担

当
し
、
実
例
を
も
と
に
船
舶
先
取

特
権
や
労
使
紛
争
な
ど
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
た
。

　
次
に
「
外
航
部
の
活
動
」
は
土

屋
文
平
外
航
部
副
部
長
が
講
師
を

務
め
、
国
際
運
輸
労
連（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）

や
、業
務
に
関
連
す
る
各
種
申
請
、

外
航
日
本
人
船
員
の
確
保
・
育
成

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
続
い
て
「
奨
学
金
制
度
運
営
管

理
部
の
活
動
」
は
楠
博
志
奨
学
金

制
度
運
営
管
理
部
部
長
代
理
が
講

師
を
務
め
、
全
日
本
海
員
組
合
奨

学
金
の
貸
与
額
や
返
還
方
法
な

ど
、
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
最
後
の
講
義
は
「
広
報
室
の
活

動
」
で
及
川
孝
敏
広
報
室
長
が
講

師
を
務
め
、「
船
員
し
ん
ぶ
ん
」
や

月
刊
「
海
員
」
の
取
材
や
編
集
作

業
、
写
真
撮
影
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
、
２
日
間
す
べ
て
の
講
義
を

終
え
た
。

　
研
修
の
最
後
に
、
２
日
間
の
本

研
修
の
習
熟
度
を
測
る
テ
ス
ト
を

実
施
し
た
。
修
了
式
で
は
桑
田
槙

之
介
中
・
四
国
地
方
支
部
在
籍
専

従
執
行
部
員
が
研
修
生
を
代
表
し

て
、
齋
藤
洋
中
央
執
行
委
員
か
ら

修
了
証
書
を
受
け
取
り
、
第
81
年

度
新
任
執
行
部
員
研
修
会
を
終
了

し
た
。

《
総
務
部
＝
発
信
》

研
修
初
日
　
開
会
式
で
齋
藤
洋
中

央
執
行
委
員
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
た
後
、
講
義
「
水
産
部
の
活

動
」
は
釜
石
隆
志
水
産
部
専
任
部

長
が
講
師
を
務
め
、
漁
船
員
の
生

活
や
賃
金
実
態
、
各
漁
船
に
よ
る

漁
に
つ
い
て
、
漁
業
技
能
実
習
制

度
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
な
ど

を
説
明
し
た
。

　
次
に
講
義
「
仕
事
を
す
る
上
で

大
切
な
こ
と
」
は
総
務
部
の
木
内

充
総
務
局
長
付
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
講
師
を
務
め
、仕
事
と
は

何
か
、
仕
事
を
通
じ
て
何
を
実
現

す
る
の
か
、
よ
り
良
い
仕
事
を
す

る
た
め
に
何
が
必
要
で
、
何
を
心

が
け
る
必
要
が
あ
る
か
な
ど
を
説

明
し
午
前
の
講
義
を
終
了
し
た
。

　
午
後
は
講
義「
総
務
部
の
活
動
」

を
髙
宮
成
昭
総
務
部
長
が
講
師
を

務
め
、
規
約
・
規
則
・
規
定
に
照

ら
し
て
、
業
務
や
機
関
会
議
、
訪

船
、
交
渉
、
協
定
書
な
ど
の
執
行

業
務
に
必
要
な
用
語
の
説
明
と
総

務
部
の
業
務
内
容
、
個
人
情
報
保

護
規
定
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
次
に
講
義
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
株
式
会
社

社
員
教
育
研
究
所
の
高
田
吉
章
外

部
講
師
が
担
当
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
目
的
や
方
法
、
訪
船

時
や
業
務
で
必
要
な
人
に
伝
え
る

力
、
聞
く
力
を
身
に
付
け
た
。

　
初
日
最
後
の
講
義「
近
年
の
労

働
情
勢
お
よ
び
労
働
組
合
法
」は
、

社
労
士
事
務
所
ク
ラ
ッ
チ
の
松
葉

喬
行
外
部
講
師
が
担
当
し
、
労
働

組
合
が
な
ぜ
必
要
か
、
労
働
三
権

や
不
当
労
働
行
為
、
労
働
基
準
法

と
船
員
法
の
違
い
な
ど
を
講
義
し

た
。

　
そ
の
後
、
懇
親
会
を
実
施
し
、

こ
れ
ま
で
の
緊
張
し
た
雰
囲
気
か

ら
一
転
、
よ
り
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、
研
修
の

初
日
を
終
え
た
。

　
６
月
11
日
〜
12
日
の
２
日
間
、
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
に
お
い
て
第
81
年
度
新
任
執
行

部
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。
今
回
の
研
修
に
は
、
昨
年
６
月
に
実
施
し
た
研
修
以
降
、
新
た
に
執
行

部
員
と
な
っ
た
16
人
が
参
加
し
、
執
行
部
員
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
組
合
活

動
の
基
礎
を
学
ん
だ
。

新任執行部員研修会第81年度第81年度第81年度

新たな16人の執行部員が組合活動と執行業務を学ぶ

修了式後、研修生全員で記念撮影（前列左から５人目が齋藤洋中央執行委員、６人目が髙宮成昭総務部長）修了式後、研修生全員で記念撮影（前列左から５人目が齋藤洋中央執行委員、６人目が髙宮成昭総務部長）修了式後、研修生全員で記念撮影（前列左から５人目が齋藤洋中央執行委員、６人目が髙宮成昭総務部長）

社労士事務所クラッチの松葉喬行氏による社労士事務所クラッチの松葉喬行氏による社労士事務所クラッチの松葉喬行氏による
グループワークグループワークグループワーク

国内部の講義国内部の講義国内部の講義 総務部の講義総務部の講義総務部の講義

水産部の講義水産部の講義水産部の講義 外航部の講義外航部の講義外航部の講義 総合政策部の講義総合政策部の講義総合政策部の講義
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６
月
17
日
13
時
30
分
か
ら
海
員

組
合
本
部
５
階
会
議
室
で
第
81
年

度
第
１
回
教
宣
委
員
会
を
開
催

し
、
第
80
年
度
の
広
報
活
動
に
つ

い
て
、
船
員
し
ん
ぶ
ん
の
内
容
や

発
行
状
況
、
月
刊
誌
「
海
員
」
の

特
集
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
、
意

見
交
換
で
理
解
を
深
め
た
。

　
各
委
員
か
ら
は
▽
現
場
の
作
業

風
景
や
紹
介
動
画
を
現
場
組
合
員

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
投
稿
で
き
る

よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
▽
若
い
組

合
員
に
全
日
本
海
員
組
合
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
も
、
組
合
の
紹

介
記
事
な
ど
を
掲
載
し
て
は
ど
う

か
▽
海
員
年
度
賞
に
つ
い
て
、
写

真
、
俳
句
、
川
柳
の
ほ
か
、
新
し

い
部
門
を
企
画
し
て
は
―
な
ど
の

意
見
・
質
問
が
出
さ
れ
、
理
解
を

深
め
終
了
し
た
。

　
研
修
で
は
執
行
部
員
と
し
て
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
の

大
き
さ
を
認
識
で
き
た
。
組
合
活

動
に
生
か
し
た
い
。

愛媛支部
曽我部雅巳

　
現
場
で
働
く
組
合
員
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
声
に
し
っ
か
り
耳

を
傾
け
、
そ
の
声
を
形
に
し
て
い

け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

九州関門地方支部
馬場涼平

　
女
性
船
員
を
は
じ
め
、
海
で
働

く
方
々
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
精

一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 鹿児島支部

松原望歌莉

　
組
合
員
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材

に
な
れ
る
よ
う
、
現
場
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

日
々
の
業
務
を
遂
行
し
ま
す
。

鹿児島支部
榎田英二

　
今
後
の
執
行
活
動
に
あ
た
っ
て

は
、
研
修
の
内
容
を
踏
ま
え
、
知

識
の
集
積
と
情
報
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
怠
ら
ず
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

大阪支部
布花原槻

　
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
、
現
場
組
合
員
と
の
関
係
構
築

を
図
り
、
よ
り
一
層
執
行
活
動
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

名古屋支部
山田龍之介

　
研
修
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
教
わ
っ
た
こ
と
を
執

行
活
動
で
十
分
に
生
か
し
、
内
容

の
濃
い
活
動
に
つ
な
げ
た
い
。

中・四国地方支部
桑田槙之介

　
２
日
間
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
、
在
籍
専
従
執
行
部
員

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
業
務
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛媛支部
川田憧弥

　
自
分
は
決
し
て
若
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ

成
長
で
き
る
と
信
じ
、
日
々
努
力

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関東地方支部
橋本康聖

　
研
修
で
は
基
本
知
識
と
社
会
人

と
し
て
の
心
構
え
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修
を
生

か
せ
る
執
行
部
員
に
な
り
ま
す
。

関東地方支部
笹口主水

　
研
修
で
は
自
分
に
欠
け
て
い
る

知
識
や
能
力
、
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で

多
く
の
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

関東地方支部
北原匠

　
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
ベ
ー
ス

に
、
海
事
関
係
を
含
む
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
を
深
め
執
行
活
動
に
精
一

杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 関西地方支部

槻木澤瑞基

　
子
ど
も
た
ち
や
若
者
が
、
海
運

や
水
産
業
に
魅
力
を
持
ち
、
船
員

が
希
望
あ
る
職
業
に
な
る
よ
う
尽

力
し
ま
す
。

国内部
佐藤哲也

　
新
た
な
環
境
の
も
と
、
心
機
一

転
の
気
持
ち
で
研
修
に
臨
み
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
す
べ
て

注
ぎ
込
み
、
業
務
に
努
め
ま
す
。

奨学金制度運営管理部
髙山浩志

　
新
任
研
修
で
学
ん
だ
事
を
生
か

し
こ
れ
か
ら
も
経
験
を
積
み
、
少

し
で
も
現
場
の
助
け
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

道南支部
北川晃

　
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
船

員
の
待
遇
改
善
に
励
み
、
自
身
の

成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
こ
れ
か
ら

も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

関東地方支部
松下翔馬

新任執行部員研修を終えて新任執行部員研修を終えて新任執行部員研修を終えて

 １６人の新任執行部員が１６人の新任執行部員が抱負を語る抱負を語る

　
２
０
２
６
年
６
月
25
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
８
９　
尾
道
・
水
島
地
区
沿
海

松
岡　
仁
誠

第
41
期
全
国
委
員
選
挙
候
補
者
の
登
録
抹
消
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
12
条
Ｃ
項
２
号
に

よ
り
、
候
補
者
の
登
録
を
抹
消
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
８
８　
尾
道
・
水
島
地
区
沿
海

松
岡　
仁
誠

以　
上

第１回教宣委員会を開催第１回教宣委員会を開催

海に生きる者の絵画展を海に生きる者の絵画展を
宮城県の石巻市博物館で開催宮城県の石巻市博物館で開催

７月23日（木）～26日（日）

第41回 日本の海洋画展第41回 日本の海洋画展第41回 日本の海洋画展

昨年の横浜で開催されたようす昨年の横浜で開催されたようす昨年の横浜で開催されたようす

第81年度第81年度第81年度

若い組合員に組合活動を知ってもらおう



　
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東

京（
海
員
福
祉
研
修
会
館
）が
、全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
の
は
、
客
室
内
の
ベ
ッ

ド
や
浴
槽
・
ト
イ
レ
な
ど
。
す
べ

て
を
新
調
し
、
宿
泊
者
が
、
よ
り

快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
を
実
現
し

た
。

　
ま
た
、
12
階
「
ル・ア
ー
ブ
ル
」

を
改
装
し
て
朝
食
・
昼
食
会
場

と
し
、
１
階
ロ
ビ
ー
に
は
本
格
的

な
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
え

る
カ
フ
ェ
「
Ｒ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
ｇ
ｉ　

Ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ　
晴
海
店
」
が
六

本
木
店
に
続
き
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
宿
泊・施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

メ
ー
ル
も
し
く
は
電
話
で
の
予
約

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
員
特
典

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
組
合
員
（
本
人

と
そ
の
家
族
）
が
宿
泊
す
る
場
合

は
、
通
常
の
半
額
料
金
で
宿
泊
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
組
合
員
の
紹

介
が
あ
れ
ば
、
会
議
・
宴
会
費
用

の
総
額
か
ら
30
％
割
引
と
な
る
。

※
組
合
員
価
格

シ
ン
グ
ル
１
泊
７
５
０
０
円
〜

ツ
イ
ン　
１
泊
１
２
５
０
０
円

ツ
イ
ン
（
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
）

１
泊　
　
９
０
０
０
円

海員福祉研修会館

ホテルマリナーズコート東京
組合員とそのご家族の宿泊は通常の半額料金

ホテルマリナーズコート東京ホテルマリナーズコート東京

〒104 -0053　東京都中央区晴海4 -7-28
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３
代
目
「
さ
る
び
あ
丸
」
は

２
０
２
０
年
に
就
航
し
、
こ
の
船

名
は
長
き
に
わ
た
り
東
京
諸
島
の

島
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人

々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
船
体
の

藍
色
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ

ン
は
、
東
京
諸
島
を
流
れ
る
黒
潮

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
東
京
ア
イ
ラ

ン
ド
ブ
ル
ー
」
で
、
大
海
原
を
進

む
力
強
さ
と
、
ど
こ
か
懐
か
し
く

親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
。
東
京
港

の
竹
芝
桟
橋
か
ら
伊
豆
大
島
を
は

じ
め
と
す
る
東
京
諸
島
を
つ
な
ぐ

本
船
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
人
と

人
、
過
去
と
未
来
を
「
繋
ぐ
」
こ

と
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
笑
顔

と
元
気
を
届
け
た
い
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
竹
芝
桟
橋
か
ら「
さ
る
び
あ
丸
」

に
乗
船
し
、
都
会
の
喧
騒
か
ら
離

れ
、
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
伊
豆

大
島
に
到
着
。
夏
は
海
水
浴
や
釣

り
が
楽
し
め
、
火
山
島
な
ら
で
は

の
地
形
は
別
世
界
で
、
ハ
イ
キ
ン

グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
日
帰
り
登

山
も
満
喫
で
き
る
。

　
波
浮
港
や
伊
豆
大
島
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
―
ジ
オ
ノ
ス
―
、
地
層
大
切

断
面
が
見
ど
こ
ろ
で
、
地
層
大
切

断
面
は
約
２
万
年
間
に
繰
り
返
し

発
生
し
た
大
噴
火
、
約
１
０
０
回

分
の
噴
出
物
が
６
０
０
ｍ
以
上
も

続
く
縞
模
様
の
地
層
で
、
１
９
５

３
年
に
道
路
建
設
の
た
め
山
を
削

っ
た
と
き
に
発
見
し
た
も
の
。
大

島
の
噴
火
の
歴
史
と
も
い
え
る
。

　
天
然
記
念
物
（
国
指
定
文
化

財
）
の
「
大
島
海
浜
植
物
群
落
」

は
、
強
い
潮
風
に
も
負
け
な
い
た

く
ま
し
い
植
物
が
、
島
の
春
夏
秋

冬
を
彩
ど
る
。
海
岸
に
切
り
立
つ

さ
ま
ざ
ま
な
崖
は
、
海
に
囲
ま
れ

た
火
山
と
水
が
せ
め
ぎ
あ
っ
て
い

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
、
多
く
の

貴
重
な
植
物
が
群
生
し
、
大
島
特

有
の
自
然
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

東
京
湾
の
夏
の
風
物
詩

                                

停
泊
型
船
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

さ
る
び
あ
丸
で
、さ
る
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ

　
７
月
17
日（
金
）〜
８
月
30
日

（
日
）
の
間
、
竹
芝
桟
橋
に
停
泊

し
て
い
る
「
さ
る
び
あ
丸
」
で
停

泊
型
船
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
開
催

さ
れ
る
。
時
間
は
午
後
７
時
30
分

〜
午
後
９
時
20
分
ま
で
。（
最
終

入
場
は
午
後
８
時
）

　
竹
芝
桟
橋
停
泊
中
の
大
型
客
船

「
さ
る
び
あ
丸
」
で
東
京
湾
の
美

し
い
夜
景
を
眺
め
な
が
ら
、
工
場

直
送
の
生
ビ
ー
ル
や
東
京
諸
島
の

食
材
を
使
用
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
楽

し
め
る
船
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
、

東
京
湾
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。

　
詳
し
く
は
東
海
汽
船
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

船旅日和船旅日和

東海汽船株式会社

さるびあ丸で伊豆大島へさるびあ丸で伊豆大島へ

さるびあ丸さるびあ丸さるびあ丸

マストの広場マストの広場マストの広場

波浮港波浮港波浮港

東京港の夜景東京港の夜景東京港の夜景

伊豆大島伊豆大島伊豆大島

地層大切断面地層大切断面地層大切断面

天然記念物（国指定文化財）「大島海浜植物群落」天然記念物（国指定文化財）「大島海浜植物群落」天然記念物（国指定文化財）「大島海浜植物群落」

（竹芝客船ターミナル）
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瀟
しょう

洒
しゃ

な小型客船、
フェリー化の波に押され

活躍期間は短かった

「
ザ・ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」に
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
便
り
で
す
。

草
津
温
泉

富
山
県  

じ
ゅ
ん
い
ち
く
ん

　
草
津
温
泉
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

強
酸
性
の
お
湯
で
心
も
身
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。
（
Ｎ
Ｘ
海
運
）

熱
中
症
対
策

兵
庫
県  

ま
つ
き
い
っ
ぺ
い
の
母

　
朝
食
に
お
み
そ
汁
が
お
す
す
め
で

す
。
塩
分
と
水
分
が
一
緒
に
取
れ
ま

す
よ
。

（
川
崎
汽
船
）

収
穫

新
潟
県  

吉
谷
ま
り

　
玉
ね
ぎ
の
収
穫
時
期
が
き
ま
し

た
。
今
年
は
良
い
出
来
で
大
き
い
玉

ね
ぎ
が
取
れ
ま
し
た
よ
！（

日
本
海
曳
船
）

日
々
草

広
島
県  

今
田
尚
子

　
先
月
鉢
植
え
し
た
日
々
草
が
次
々

と
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
眺
め
て
は
癒
や
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
商
船
三
井
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
）

よ
う
や
く
達
成北

海
道  

綱
ト
リ
ー

　
趣
味
で
続
け
て
い
た
ゴ
ル
フ
で
よ

う
や
く
安
定
し
て
90
台
で
ラ
ウ
ン
ド

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
長
い

道
の
り
で
し
た
が
、
安
堵
感
に
つ
つ

ま
れ
ま
し
た
。

（
北
洋
海
運
）

初
め
て

福
岡
県  

上
村
愛

　
今
年
初
め
て
梅
干
し
と
梅
酒
を
仕

込
み
ま
し
た
。
帰
っ
て
く
る
頃
に
は

き
っ
と
美
味
し
く
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
梅
と
一
緒
に
の
ん
び
り
待

っ
て
い
ま
す
。

（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

チ
ケ
ッ
ト
は
自
分
で
ね

神
奈
川
県  

Ｂ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ

　
今
度
の
夏
休
み
は
家
族
で
北
海
道

へ
。
下
船
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
う
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
は
除

く
主
人
で
手
配
済
み
。
も
し
ち
ょ
う

ど
休
暇
に
被
っ
た
ら
、
追
加
で
手
配

し
て
も
ら
い
ま
す
。
笑

（
Ｎ
Ｙ
Ｋ
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
）

フ
ェ
リ
ー
乗
船埼

玉
県

か
お
り
ん

　
先
日
、
主
人
と
二
人
で
横
須
賀
発

の
フ
ェ
リ
ー
〝
は
ま
ゆ
う
〞
に
乗
り

ま
し
た
。
露
天
風
呂
に
入
り
、
デ
ッ

キ
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
食
べ
、
と
っ
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。（

商
船
三
井
ク
ル
ー
ズ
）

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

愛
媛
県  

く
ー
ち
ゃ
ん

　
初
め
て
第
66
番
札
所
雲
辺
寺
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
雨
上
が
り
で
霧
が

た
ち
こ
め
高
く
ま
っ
す
ぐ
の
杉
と
鳥

の
声
に
い
や
さ
れ
ま
し
た
。

（
日
本
栄
船
）

し
そ
と
梅

静
岡
県  

森
本
マ
リ

　
庭
の
し
そ
の
葉
と
梅
の
実
の
収
穫

を
し
て
「
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
」
と
「
梅

干
し
」
を
作
り
ま
し
た
。
疲
労
回
復

効
果
、
夏
バ
テ
解
消
に
も
お
す
す
め

で
す
。
今
年
も
暑
い
夏
に
な
り
そ
う

で
す
。

（
日
本
ガ
ス
ラ
イ
ン
）

ア
ジ
サ
イ

東
京
都  

セ
ブ
ン

　
大
好
き
な
ア
ジ
サ
イ
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
ネ
イ
ル
を
ア
ジ
サ
イ
カ

ラ
ー
に
し
て
休
暇
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

（
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
マ
リ
ン
＆
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）

目
指
せ
航
海
士
！

大
阪
府  

メ
ロ
ジ
ョ
イ
っ
子

　
娘
が
航
海
士
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
海
で
働
く
父
の
背
中
を
追
い
か

け
て
い
る
よ
う
で
嬉
し
い
で
す
！

（
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
）

母
の
焼
き
そ
ば

埼
玉
県  

Ｎ

　
下
船
日
は
母
の
作
る
焼
き
そ
ば
が

楽
し
み
で
す
。
野
菜
た
っ
ぷ
り
、
味

濃
い
め
（
笑
）。
一
生
懸
命
、
作
っ

て
く
れ
ま
す
。
（
フ
ェ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
）

ア
ー
ト
体
験

埼
玉
県  

マ
ロ

　
先
日
、
初
め
て
「
ア
ー
ト
体
験
」

を
し
て
来
ま
し
た
。
ゴ
ッ
ホ
や
モ
ネ

な
ど
の
名
画
を
美
大
の
講
師
に
教
わ

り
、
３
時
間
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら

模
写
す
る
と
い
う
素
敵
な
時
間
で
し

た
。
ち
な
み
に
ワ
イ
ン
は
絵
画
に
合

わ
せ
て
ペ
ア
リ
ン
グ
し
た
も
の
で
し

た
。

（
日
本
海
洋
事
業
）

娘
の
成
長

京
都
府  

弓
削
大
希

　
八
月
で
一
歳
に
な
る
娘
の
お
世
話

の
日
々
。
で
き
る
事
や
感
情
を
表
す

よ
う
な
こ
と
が
増
え
て
成
長
を
感
じ

ま
す
。

（
三
洋
海
運
商
会
）

体
育
祭

山
口
県  

ほ
の
ほ
の

　
娘
の
体
育
祭
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
応
援
団
に
加
わ
り
ダ
ン

ス
の
練
習
に
励
ん
で
ま
す
。
少
し
一

緒
に
踊
り
ま
し
た
が
体
力
が
続
き
ま

せ
ん
。
若
い
っ
て
素
晴
ら
し
い
。
当

日
は
た
く
さ
ん
パ
ワ
ー
い
た
だ
い
て

き
ま
す
。（
コ
ベ
ル
コ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

バ
ラ
園

新
潟
県  

お
は
な

　
バ
ラ
園
に
出
か
け
ま
し
た
。
色
と

り
ど
り
の
花
々
に
心
癒
や
さ
れ
ま
し

た
。
夏
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
も
こ
れ
か
ら

楽
し
み
で
す
。

（
佐
渡
汽
船
）

家
庭
菜
園

新
潟
県  

ト
シ
チ
ャ
ン

　
家
庭
菜
園
で
頑
張
っ
て
ま
す
。
今

年
は
立
派
な
キ
ュ
ウ
リ
、
そ
ら
豆
が

取
れ
ま
し
た
。

（
佐
渡
汽
船
）

漢
字
の
勉
強

埼
玉
県  

土
屋
春
翔

　
小
学
校
３
年
生
に
な
り
、
む
ず

か
し
い
漢
字
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

１
０
０
点
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

（
東
海
汽
船
）

大
瀬
埼
灯
台

東
京
都  

森
理
津
子

　
時
々
、
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー

ト
東
京
に
行
き
主
人
の
故
郷
で
あ
る

五
島
列
島
の
大
瀬
埼
灯
台
を
見
て
五

島
を
し
の
ん
で
お
り
ま
す
。
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
か
ら
見
上
げ
て
い
や
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

（
双
葉
汽
船
）

将
来
は
？

静
岡
県  

佐
藤
美
恵
子

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
孫
と
と

も
に
呉
市
の
戦
艦
め
ぐ
り
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
護
衛
艦
、
潜
水
艦
に
釘

付
け
の
孫
。
将
来
は
も
し
や
…
？

（
共
同
船
舶
）

旅
行

北
海
道  

平
田
美
枝
子

　
夫
が
前
か
ら
行
き
た
い
と
言
っ
て

い
た
神
社
や
お
寺
巡
り
を
し
て
来
ま

し
た
。
東
大
寺
、
法
隆
寺
、
伊
勢
神

宮
、
高
野
山
な
ど
…
。
４
泊
５
日
の

楽
し
く
心
に
残
る
旅
行
で
し
た
。

（
ア
ウ
ル
）

誕
生
日

福
岡
県  

は
ー
ち
ゃ
ん

　
先
日
64
歳
に
な
り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
！
と
言
う
友
人
に
、
め
で
た

く
も
な
い
け
ど
ね
、
と
言
う
と
、
割

引
も
増
え
る
し
悪
い
事
だ
け
じ
ゃ
な

い
よ
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
確
か
に

近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
割
引

に
な
り
ま
す
。
初
老
と
い
う
事
で
す

ね
。
切
な
く
な
り
ま
す
。

（
西
部
タ
ン
カ
ー
）

⑨

め
い
わ
く
な
若
い

お
ま
わ
り
さ
ん

「
そ
ん
な
に
、
う
ま
い
か
」

な
ぎ
お
さ
ん
は
、
は
ん
ぶ
ん
あ

き
れ
て
た
。

コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
て
き
た
の
は

イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
だ
。

魔
法
の
、
見
え
な
い
薪
が
、
青

い
火
を
た
て
て
、
湯
を
わ
か
し
た
。

そ
の
熱
湯
を
そ
そ
い
で
、
で
き

あ
が
っ
た
の
が
、
こ
れ
だ
。

ず
る
ず
る
と
音
た
て
て
、
な
ぎ

お
さ
ん
の
す
る
と
お
り
に
食
べ
た
。

ぱ
き
っ
と
割
っ
た
、
割
り
ば
し
。

そ
う
か
、
フ
ォ
ー
ク
の
か
わ
り
か
。

そ
れ
も
な
ん
と
か
ま
ね
て
、
食
べ

お
わ
っ
た
。
し
る
も
の
こ
さ
な
い

で
、
な
ん
と
カ
ッ
プ
の
ふ
ち
ま
で

な
め
た
。

「
〇
〇
△
×
□　
×
□
〇
？
」

「
こ
れ
か
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
ラ

ー
メ
ン
と
い
う
。
そ
う
か
、
き
っ

と
は
じ
め
て
な
ん
じ
ゃ
ろ
う
な
」

「
イ
？
ン
ス
タ・ン
ト
ラ
ー
メ
？
」

な
ん
と
、
会
話
が
な
り
た
っ
て

る
。「も

う
ひ
と
つ
、
食
う
か
。
朝

め
し
に
し
て
は
、
ち
と
、
お
そ
す

ぎ
る
も
の
な
」

「
〇
〇
〇
！
」

二
は
い
め
も
、
グ
ス
タ
フ
は
ペ

ロ
リ
だ
っ
た
。

「
ゴ
エ
ゴ
エ
よ
、
お
ま
え
さ
ん
の

は
、
こ
ま
っ
た
な
。
く
う
て
み
る

か
、
の
ら
ま
る
こ
の
カ
リ
カ
リ
を
」

き
っ
と
い
つ
も
、
ヒ
マ
ワ
リ
の

種
あ
た
り
だ
ろ
う
、
海
賊
船
に
い

る
と
き
の
ゴ
エ
ゴ
エ
は
。
だ
け
ど

そ
ん
な
の
は
、
こ
こ
に
は
な
い
。

な
ん
と
、
ゴ
エ
ゴ
エ
は
、
食
べ

た
ん
だ
。
カ
リ
カ
リ
と
音
た
て
て

ひ
ん
曲
が
っ
て
強
そ
う
な
く
ち
ば

し
で
。
し
か
も
、
う
ま
そ
う
に
。

「
あ
と
で
な
、
買
い
だ
し
に
い

く
。
お
ま
え
さ
ん
た
ち
の
船
に
、

み
や
げ
じ
ゃ
よ
。
ま
ず
水
。
そ
れ

に
果
物
と
野
菜
。
船
に
は
、
な
に

よ
り
あ
り
が
た
か
ろ
う
。
つ
い
で

に
な
、
ペ
ッ
ト
店
に
も
よ
ろ
う
。

ヒ
マ
ワ
リ
の
種
は
、
き
っ
と
売
っ

ち
ょ
る
」

き
っ
と
、
話
は
通
じ
る
ん
だ
。

グ
ス
タ
フ
と
ゴ
エ
ゴ
エ
が
、
し
き

り
に
う
な
ず
き
あ
っ
て
い
た
。

午
後
、
な
ぎ
お
さ
ん
は
、
ま
た

軽
ト
ラ
に
乗
っ
た
。
こ
ん
ど
は
イ

ン
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ー
メ
ン
も
、
大

量
に
買
っ
て
。
軽
ト
ラ
の
荷
台
は

大
か
つ
や
く
だ
っ
た
。
さ
あ
、
夜

よ
、
は
や
く
こ
い
。
と
こ
ろ
が
だ
。

ま
ず
い
っ
。
な
ぎ
お
さ
ん
は
あ

わ
て
た
。
な
ん
と
、
お
ま
わ
り
さ

ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
。
造
船
所
の
前

で
自
転
車
か
ら
お
り
た
ば
か
り
の
。

「
で
る
な
っ
。
か
く
れ
て
ろ
、
う

ち
の
中
に
」

グ
ス
タ
フ
に
会
わ
せ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
そ
れ
と
も
、
も
う

誰
か
に
見
ら
れ
て
、
交
番
に
通
報

さ
れ
た
の
か
。
あ
や
し
い
、
外
国

人
の
若
者
が
い
る
っ
て
。

「
は
じ
め
ま
し
て
、
と
う
り
ょ

う
」た

し
か
に
初
め
て
会
う
、
若
い

お
ま
わ
り
さ
ん
だ
っ
た
。

「
な
に
か
、
用
で
も
お
あ
り
か
」

「
い
い
え
。
駅
前
の
交
番
に
、

ふ
に
ん
し
た
ば
か
り
で
す
。
ご
あ

い
さ
つ
に
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

名
前
は
磯
野
で
す
」

よ
か
っ
た
。
グ
ス
タ
フ
の
こ
と

は
、
ま
だ
し
ら
な
い
。

「
ぼ
く
、
と
う
り
ょ
う
の
こ
と

知
っ
て
ま
す
。
あ
の
海
賊
船
の
難

破
船
つ
く
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
子

ど
も
の
こ
ろ
、
楽
し
く
て
、
よ
く

遊
び
に
来
ま
し
た
、
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
。
そ
の
と
う
り
ょ
う
に
会
え
る

な
ん
て
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
よ
、

あ
れ
の
あ
る
、
近
く
の
交
番
に
き

ん
む
で
き
る
っ
て
決
ま
っ
た
と
き
」

「
そ
れ
は
な
ん
と
も
う
れ
し
い

が
。
す
ま
ん
な
、
わ
し
ゃ
、
き
ょ

う
は
い
そ
が
し
ゅ
う
て
、
長
ば
な

し
は
で
き
ん
の
じ
ゃ
」

そ
ん
な
に
気
に
い
っ
て
く
れ
て

た
の
か
。
そ
ん
な
に
遊
ん
で
く
れ

て
た
の
か
。
ほ
ん
と
う
な
ら
、
も

っ
と
話
を
し
た
い
。
だ
け
ど
い
ま

は
、
早
く
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
。

若
い
お
ま
わ
り
さ
ん
、
そ
う
磯

野
さ
ん
は
、
そ
れ
で
も
も
っ
と
話

し
た
そ
う
だ
っ
た
。

「
あ
の
船
、
心
ぱ
い
で
す
ね
。

市
で
は
、
こ
ま
っ
て
る
み
た
い
で

す
」大

だ
い
て
き
に
修
理
す
る
。
新

し
く
作
り
直
す
。
い
っ
そ
解
体
し

て
、
公
園
か
ら
な
く
す
。

修
理
す
る
に
は
、
い
た
ん
だ
と

こ
ろ
が
多
す
ぎ
そ
う
。
ま
た
子
ど

も
が
ケ
ガ
で
も
し
た
ら
大
へ
ん
だ
。

新
し
く
す
る
に
は
、
巨
額
の
費

用
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
い
ま
市
は

貧
乏
で
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。

公
園
を
空
っ
ぽ
に
し
た
ら
、
子

ど
も
ら
が
さ
み
し
す
ぎ
る
。

「
ぼ
く
は
、
な
く
す
の
だ
け
は

し
て
ほ
し
く
な
い
な
あ
、
だ
っ
て
」

と
、
そ
の
と
き
だ
っ
た
。

き
い
た
こ
と
の
な
い
、
あ
れ
は

外
国
語
の
ひ
め
い
？

な
ん
と
グ
ス
タ
フ
が
と
び
だ
し

て
き
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
頭
の
上
に

ゴ
エ
ゴ
エ
。
そ
れ
を
追
っ
て
の
ら

ま
る
こ
。
い
っ
た
い
な
に
が
お
き

た
ん
だ
。
若
い
お
ま
わ
り
さ
ん
が

目
を
む
い
た
。

満
月
に
海
賊
船
が
や
っ
て
来
る

大
原
興
三
郎
　
文

二
井
野
ま
こ
　
画

童
話
・
潮
の
香
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《
材
料  

２
人
分
》

　
鶏
さ
さ
み
４
〜
５
本
、
酒
大
さ
じ
１
、

塩
小
さ
じ
１
／
２
、
大
葉
５
枚
、
ミ
ョ
ウ

ガ
２
個
、
梅
干
し
（
大
）
２
個
、
Ａ
（
砂

糖
・
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
１
／
２
）

《
作
り
方
》

①
鶏
さ
さ
み
は
キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
で
切
り

込
ん
で
筋
を
取
り
除
く
。
耐
熱
容
器
に

入
れ
て
、
塩
と
酒
を
ふ
り
か
け
軽
く
も

ん
で
な
じ
ま
せ
る
。

②
大
葉
は
軸
を
取
り
除
き
、
千
切
り
に
す

る
。
ミ
ョ
ウ
ガ
は
薄
切
り
に
し
て
水
に

さ
ら
し
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
包
ん

で
水
気
を
ふ
き
取
る
。
梅
干
し
は
種
を

取
り
除
き
、
包
丁
で
た
た
い
て
ペ
ー
ス

ト
状
に
す
る
。

③
①
に
ふ
ん
わ
り
と
ラ
ッ
プ
を
か
け
、
電

子
レ
ン
ジ
（
６
０
０
Ｗ
）
で
３
分
加
熱

し
、
そ
の
ま
ま
粗
熱
が
と
れ
る
ま
で
お

く
。

④
鶏
さ
さ
み
の
粗
熱
が
と
れ
た
ら
、
フ

ォ
ー
ク
で
ひ
っ
か
く
よ
う
に
し
て
ほ
ぐ

す
。

⑤
ボ
ウ
ル
に
②
と
Ａ
を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ

せ
、
④
を
加
え
て
あ
え
る
。

《
ア
レ
ン
ジ
》

　
梅
干
し
が
苦
手
な
人
は
、
中
華
ペ
ー
ス

ト
に
ご
ま
油
を
加
え
混
ぜ
て
あ
え
て
も
お

い
し
い
で
す
よ
。

鶏ささみの
梅しそあえ

Ａ
〜
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

①
気
温
40
度
以
上
は
…
…
日

④
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都

⑥
…
…
の
威
を
借
る
キ
ツ
ネ

⑦
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
…
…
輸
出
国
機

構
⑨
ビ
ー
ル
の
原
料
の
一
つ

⑪
夕
方
に
短
時
間
降
り
ま
す

⑬
塗
料
な
ど
を
薄
め
る
揮
発
性

の
混
合
溶
剤

⑮
湯
王
が
始
祖
の
古
代
中
国
の

王
朝

⑯
金
…
…
。
熱
帯
…
…

⑰
岡
山
―
津
山
間
を
走
る
快
速

列
車

⑲
「
竜
胆
」
の
読
み
は
？

㉑
仕
事
で
は
な
い
楽
し
み
事

㉓
旅
だ
ち
。
人
生
の
…
…

㉕
そ
っ
く
り
、
…
…
ふ
た
つ

㉖
飼
い
主
の
な
い
野
良
犬

㉗
猪
突
…
…

①
海
援
隊
「
贈
る
…
…
」

②
自
動
車
の
警
笛

③
落
語
家
は
…
…
芸
人
で
す

④
天
が
落
ち
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
い
う
無
用
の
心
配

⑤
人
や
物
を
運
ぶ
料
金

⑧
活
発
で
可
愛
ら
し
い
…
…
な

女
性
や
男
性

⑩
銃
。
マ
シ
ン
…
…

⑫
親
知
ら
ず
を
含
む
奥
歯

⑭
結
婚
の
媒
酌
人

⑯
首
都
は
ア
テ
ネ

⑱
…
…
は
食
わ
ね
ど
高
よ
う
じ

⑳
排
水
な
ど
に
用
い
る
円
管

㉒
料
理
に
使
う
甘
い
酒

㉔
戦
争
反
対
を
訴
え
る
ペ
ン
ラ

イ
ト
…
…

▼
は
が
き
に
答
え
、会
社
、住

所
、氏
名
、年
齢
、日
々
の
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。正
解
者
に
は
抽
選
で
、

ま
た「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」

欄
の
掲
載
者
に
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。イ
ラ
ス

ト
や
俳
句
な
ど
の
作
品
も
会

社
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

▼
送
り
先
＝
〒
１
０
６

－

０
０

３
２
　
東
京
都
港
区
六
本
木

７

－

15

－

26

　
全
日
本
海
員
組
合  
広
報
室

▼
締
め
切
り
＝
７
月
15
日

▼
前
号
答
え
＝
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

問
題

静岡県  ランカ千葉県  ルンルン島根県  大國宙福岡県  藤枝和花

福岡県  なぎさちゃん福岡県  島田みおり広島県  千同朝陽広島県  なぎ

愛
知
県

多
田
紋
菜

兵
庫
県

つ
む
ち
ゃ
ん

山
口
県

に
ゃ
ん
こ
先
生
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茨
城
県  

田
中
敏
光

五
月
過
ぎ
暑
い
寒
い
の
波
を
受
け

長
袖
半
袖
迷
う
日
々
な
り

東
京
都  

Ｔ
・
ト
シ
ヤ
ス

浅
草
の
三
社
祭
り
勇
ま
し
や

神
輿
仲
見
世
練
り
歩
く
な
り

茨
城
県  

田
中
勝
枝

ま
だ
青
き
柏
葉
紫
陽
花
揺
る
る
風

参
道
に
続
く
我
が
庭
枇
杷
熟
る
る

和
歌
山
県  

の
ぐ
の
ぐ

青
梅
を
手
も
ぎ
何
万
汗
流
す

山
口
県  

ケ
セ
ラ
セ
ラ

ク
チ
ナ
シ
や
白
無
垢
姿
香
り
立
つ

鳥
取
県  

パ
ー
ル

梅
雨
空
や
急
ぎ
登
校
か
さ
忘
れ

水
無
月
や
し
み
る
歯
ぐ
き
に
か
き
氷

兵
庫
県  

Ｏ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

梅
雨
晴
れ
や
海
よ
り
届
く
潮
の
風

梅
雨
空
や
寄
港
の
岸
に
濡
れ
紫
陽
花

愛
媛
県  

こ
ー
ち
ゃ
ん

夜
明
け
前
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
夢
途
中

青
森
県  

メ
ー
ル

新に

井い

田だ

川が
わ

カ
モ
の
親
子
す
い
す
い
と

兵
庫
県  

ネ
ー
コ

夏
の
馬
場
蹄
の
跡
の
砂
あ
ら
し

京
都
府  

足
立
衛

我
海
を
守
って
後
世
に
繋
げ
た
い

東
京
都  

Ｍ
ば
ぁ
ー
ば

バ
ザ
ー
品
集
め
る
わ
が
家
は
ゴ
ミ
屋
敷

岩
手
県  

小
笠
原
智
恵
子

遠
野
への
道
は
八
方
緑
色

断
捨
離
の
ア
ル
バム
の
笑
み
若
々
し

富
山
県  

曽
根
航
次
郎

雨
の
あ
と
道
に
あ
ち
こ
ち
水
鏡

た
だ
い
ま
も
エ
アコンの
前
で
言
う
わ
が
子

神
奈
川
県  

チ
ョ
ロ

衣
替
え
日
傘
片
手
に
中
学
生

台あ
ら
し風
過
ぎ
み
ん
な
笑
顔
の
お
芋
掘
り

静
岡
県  

常
定
美
和

宿
題
を
忘
れ
た
夢
で
今
朝
目
覚
め

夜
光
虫
魚
の
軌
跡
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

岡
山
県  

宗
近
将
汰

リ
ビ
ン
グ
に
い
つ
し
か
集
う
家
族
の
輪

短
歌

俳
句

川
柳
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